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法のお話を差し上げるというようにしています。   










































私も初めて使ったときに「わあ、すごいな」と思ったのを覚えています。   
それがビジネスで使われるようになったのは、日本の場合はここ数年です。現在、我々自身もイ  
ンターネットを使わないと仕事ができない。ほんの数年前までは、そういうものはありませんでし  





営学者は、もっと大変なのですが、しかしそれではいけないと私自身、言い聞かせています。   




























































ernationalTeachers Programとたしか呼ばれたと思います。ハーバード・ユニバーシティ自体が、  
今でもそうかもしれませんが、やや帝国主義的な色彩を持っておりまして、自分たちのものはよい  
ものだ、だからこれをミッションにして世界各地に広げるのが善であると。言葉はきれいですが、  









































－5－   
だよ」と。「いや、2年では帰れないと思うんですけれど」、「もっといたかったら休職をしなさい」  
と言われて、その代わりお金はもう出なくなる。   
2年分だけお金をもらって、2年間時間をもらって行ったら、なかなか進級に合格しないのです。  
















ようになりました。   















－6－   
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のような授業をしようとしたら、幾つかの軸に分かれていないと教えにくいわけです。   
平面なので2軸しかとれないのですが、ヨコ軸とタテ軸を番いて経営能力をこれで表現してみよ  
うというように書いたものです。横に出てくるものが専門知識と書いてあります。この専門知織と  
ー7－   
いうのは、企業経営の現場に必ず必要になります。具体的には、職能的な割り方で出てきます。専  































門知識が固まっているわけです。これは分業と関係があります。   
一方、タテ軸のほうにいきますと、経営能力は専門知識ですべてですか。ノーです。絶対に違い  
ます。ちょっと椰擁して申し訳ないですが、経営者は専門ばかではだめなのです。ところが、経営  





































－9－   
いうことを、授業を受ける前に納得させないといけない。そんなのは無理だと。しかし、これはや  
らないといけない時代に入っています。医療でも同じです。この医療をあなたが受けると、病気が  















はなくて、脳みそも入れたいと思いますが、タテ軸はそのようなもののようだと思います。   

















－10－   
















法をとるかというと、ハーバード・ビジネス・スクールでも行われていたからなのですが。   
中間テスト、期末テストは、授業で使わなかった全く新しいケースを学生に与えて、3時間ない  
し4時間で、ケースの問題分析と、それに対する自分の経営的提言を書きなさいというもので、言  











































Bだからといって、ヨコ軸だけではないわけです。   






ら」というところから来るのだと思います。   
そのときの経営者に直面してくる問題は、一言で言うと、これは私的な言葉使いですが、「経営的  
に要求される仕事」が分からないのです。やらなくてはいけない、なにしろ達成しなくてはいけな  

























教授 高木晴夫  




















－14－   





















フィードバック、Q＆A   
10：30～11：3 0  
11：30～13：0 0   
13：00′～14：00 
14：00～15：3 0   
15：30～16：3 0   





等の教育機関で教える教師、およびセミナー等で教える講師の履修を歓迎する。   
第二には、ケースメソッドで教える教育を企画・維持する立場にいる人である。ケース  
メソッドで可能になる学びと、その水先案内人となるディスカッションリーダーの育成プ  
ー15一   

























































ー17－   
7．授業準備ノート   
次項の授業内容にある「ディスカッションリード演習」について、次のように準備す  
る。第1回会合で以後の7回分のディスカッションリーダー （講師役）7名を決める。  
ディスカッションリーダーになった者は指定されたケースにつき、授業で討議する設問  
を作成して、十分の余裕日数を持って受講者役の者に知らせる。このために活用する電  













第1会合 10月2日（土）10：30開始   
レクチャー  ：ケ…スメソッドを理解する   
ディスカッション授業デモ   ：ケース「高倉銀行蒲田支店」（竹内） 以降（内）は運営者  







第2会合 10月16日   
レクチャー   
ディスカッションリード演習  
ビデオ＆スタディ  
＿18－   
第3会合 10月30日   






：ディスカッション授業における反面教師  ビデオ＆スタディ  
第4会合 11月13日（土）10：30開始   
レクチャー  ：学びの共同体を築く   
ディスカッション授業デモ   ：ケース「ベンチャー電子工業株式会社」（高木）   
ビデオ＆スタディ  ：挙手と発言を適切に扱う  
：クラスを学びの共同体に向かわせるために討議に介入する  
第5会合 11月27日（土）10：30開始   
レクチャー  ：非指示的に教える   
ディスカッションリード演習 ：ケース「ABCコンサルティング（B）」（参加者による運営）  
：ケース「この授業は難しすぎます」（参加者による運営）  
第6会合 12月11日（土）10：30開始   
レクチャー  ：ケースライティング   






ッション リード演習」（第4会合のみディスカッション授業デモ）に参加するための準  
備ノートの提出による。授業準備ノートは7項に説明した通り。全8回分が提出されて  









電子メールでの提出は認めない。   
このケースは次年度以降の授業で活用することを目指し、同時にそれを蓄積すること  
で日本版の「ケースメソッド実践原理」を出版することを目指す。  
















－20－   
慶鷹義塾大学ビジネススクール  
「ケースメソッドで教える授業カリキュラムの開発とマネジメント」   
平成16年度経済座業省委託産業人材育成事業による実証授業  
授業シラバス  
教授 高木晴夫  
筑波大学大学研究センター客員研究員、ケースメソッド教育研究所代表 竹内伸一  








場合もこのパターンに含まれる。   
第三には、学科および研究科レベルの授業の全体設計責任を有する人で、授業にケース  
メソッドを取り入れたいと考える人、あるいはすでに取り入れはじめている人である。   
本コースでは、現職で以上のような役割を果たすべき立場にいる人に加えて、近い将来、  
このような立場に立ちたいと考えている方の参加を歓迎する。   
参加者の専門領域は問わないが、ケースメソッド教育に関する基礎的な知識は必須であ  
る。ここで、その客観的な目安を示すことは難しいが、ケースメソッド授業の受講経験6  
セッション以上、あるいはケースメソッド授業の担当経験3セッション以上が望ましい。   
本コースへの参加を希望したいが、自分のケースメソッド経験に不安があるという方は、  
shinichitakeuchi＠casemethod．iT）（竹内）まで個別に相談していただきたい。  
ー21－   
2．本コースに参加することで得られるもの   
本コースは、参加者に次のふたつのものを得てもらえるように用意されている。   
第一に、参加者は、「授業の1コマ1コマを、連続性をもった全体物としての科目（コ  
ース）」として、また「ひとつひとつの科目（コース）を、複合的な全体物としての学科（プ  
ログラム）」として編み上げていくための考え方と注意点を得ることができる。   
第二は、参加者は、ケースメソッド授業を全体物として編み上げる作業に固有のポイン  
トを理解することができる。  










ネジメントを議論することはできない。   
続いて私たちは、ケースメソッド授業でコースやプログラムを構成しようと試みように  
も、この授業方法の利点が十分に生かされるように全体物を編み上げるためのポイントが、  










－22－   
ッドによるディスカッション授業を組み込んだものとして開発する」－ そのための考え  
方と注意点を探求することを、主たる目標としている。  














カリキュラムに垣間見える諸問題を記述したケース教材を使用する。このパー トでは、ケ  
ースメソッドという授業方法を考慮しないで議論する。   
第2のパートは、検討の範囲を科目（コース）のレベルに狭めると同時に、ケースメソ  
ッドというメソドロジーを加味して議論する場であり、第2～4会合がこれに当たる。こ  
のパー トの目的は、ケースメソッドで教えるコースの授業シラバスを作成できるようにな  








－23－   
5．日程  
次の5会合とする。なるべく各回とも全員の出席をお願いしたい。  
第1会合 12月18日（土） 10：30－16：30  
第2会合  1月 8日（土） 10：30－16：30  
第3会合  1月12日（水） 18：00－20：00  
第4会合   1月17日（月） 18 ニ 00－20：00  
第5会合  1月22日（土） 10：30－16：30  
6．場所  
第1・2・5会合  KBS教室棟11番教室（東横線日吉駅）  
（10：30－16：30）  h七tDニ／／www．kbs．keio．ac．ip／school／camロuS．html  
第3・4会合  慶応丸の内シティキャンパス（東京駅丸の内口）  











－24－   
9．授業内容（予定）  
第1会合 12月18日（土）10：30開始   
テーマ「教育機関が犯しやすい不手際を浮かび上がらせる」  
ー オリエンテーション  
ーケースディスカッション  




：学校教育、企業内教育、セミナービジネスの共通点と違い  － レクチャー＆ディスカッション  
ー フィードバック・Q＆A  
第2会合 1月 8日（土）10：30開始   
テーマ「ケースメソッド授業コースのシラバスを作る」  
ー レクチャー＆ディスカッション：ケースメソッド教育の効果と限界  
：ケースメソッド教育とレクチャー教育の接続  
－ レクチャー＆ディスカッション：ケースメソッド授業コースのシラバスを作る  
：ケースを探すか、ケースを作るか  
：ディスカッションの題材を探す  
：企業の教育部門責任者を講師に迎えて行う予定  ー特別講演  
－ フィードバック・Q＆A   




：ケースメソッド授業シラバスを磨く  － グループワーク  
ー フィードバック・Q＆A   




－25－   
：ケースメソッド授業シラバスを磨く  ー グル…プワーク  
ー フィードバック・Q＆A   
第5会合  1月22日（土）10：30開始   
テーマ「教育機関全体でケースメソッド授業を行う」  
－プレゼンテーション  ：私の作ったケースメソッド授業コースシラバス  
ープレゼンテーションのフィードバック  
ーケースディスカッション  ：「学校全体でケースメソッド授業を行う」  
一特別講演  ：企業の教育部門責任者を講師に迎えて行う予定  
－ コースのまとめのレクチャー  ：客人をもてなす心  
－ フィードバック ・Q＆A  





－26－   
